
海外進出

合弁相手の後継者も見極めよ
あの時

経
営
士長

谷
川
　正
博
　

　
日
本
企
業
が
直
接
投
資
に

よ
り
海
外
に
会
社
を
設
立
す

る
場
合
、
現
地
側
パ
ー
ト
ナ

ー
と
共
同
で
出
資
・
設
立
す

る
合
弁
形
態
を
取
る
場

合
、
過
半
数
所
有
、
少

数
所
有
お
よ
び
半
数
所

有

対

の
３
方

式
が
あ
る
。

　
合
弁
形
態
は
、
現
地

側
パ
ー
ト
ナ
ー
の
資

本
、
現
地
側
情
報
の
獲

得
や
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
利
用
な
ど
彼
ら
の

経
営
資
源
の
提
供
な
ど

メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
ま

た
、
相
手
側
経
営
者
の

資
質
・
能
力
な
ど
チ
ェ

ッ
ク
す
る
と
と
も
に
、

彼
の
後
継
者
と
な
る
子

息

高
校
生
以
下
の
場

合
は
除
く

の
資
質
・

能
力
も
十
分
見
る
こ
と

が
重
要
だ
。

　
筆
者
が
奉
職
し
た
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
現
法
Ａ
社

の
ケ
ー
ス
。
現
地
側
パ

ー
ト
ナ
ー
の
社
長

中

国
系
で
Ａ
社
の
会
長

の
死

亡
後
、
Ａ
社
副
社
長
で
あ
る

息
子

二
男

は
そ
の
ま
ま

残
り
、
長
男
が
Ａ
社
会
長
に

就
任
。
半
数
所
有
方
式
の
た

め
、
先
代
会
長
時
代
か
ら

「
合
議
制
」
ベ
ー
ス
で
経
営

し
、
先
代
生
存
中
は
彼
の
経

営
感
覚
を
ベ
ー
ス
に
あ
る
程

度
う
ま
く
進
め
て
い
た
。
新

会
長
の
長
男
と
副
社
長
の
二

男
は
、
経
営
者
と
し
て
の
資

質
に
欠
け
、
経
営
課
題
で

も
、
彼
ら
の
能
力
・
知

識
・
経
営
感
覚
の
無
さ

が
露
呈
。
自
己
利
益
を

追
求
す
る
の
み
で
、
Ａ

社
経
営
の
視
点
に
立
て

ず
、
「
経
営
は
あ
な
た

任
せ
、
た
だ
し
自
分
は

取
る
も
の
は
取
る
、
損

は
絶
対
し
な
い
」
と
い

う
態
度
に
終
始
し
た
。

「
時
代
の
変
化
に
柔
軟

に
、
か
つ
素
早
く
対
応

す
る
こ
と
が
強
い
企
業

体
質
を
作
り
出
す
半

面
、
こ
れ
が
で
き
な
い

企
業
は
弱
体
化
す
る
」

と
の
教
訓
を
改
め
て
痛

感
し
た
。

　
合
弁
方
式
を
と
る
場

合
、
日
本
側
の
方
針
を

反
映
で
き
る
過
半
数
所

有
と
し
た
方
が
、
負
担

は
若
干
増
え
る
も
の

の
、
経
営
を
あ
る
程
度

ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
る
。

た
だ
、
中
国
系
は

％
の
出

資
だ
ろ
う
と
、
自
己
利
益
保

持
の
主
張
は
し
て
く
る
。

［
３
３
７
］

債権者への配当重視条件重なり異例の特別清算

（株）サニーコーポレーション
住　　所：大阪府大阪市生野区巽北１

― ―５
代　　表：西村　健氏
資　本　金： 万円
年売上高：約 億 万円
　　　　（ 年 月期
負　　債：約 億円

　

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
情

報
部

　
サ
ニ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
は
１
９
７
８
年
９
月
設
立

の
サ
ン
ダ
ル
卸
業
者
。
自
社

企
画
の
商
品
を
中
国
企
業
に

製
造
委
託
し
、
小
売
価
格
１

９
８
０
円
で
販
売
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
確
立
し
て
い

た
。
ピ
ー
ク
時
の

年

月

期
に
は
売
上
高
約

億
６
４

０
０
万
円
を
計
上
し
て
い

た
。

　
し
か
し
、
急
激
な
円
高
で

デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
に
よ
る

為
替
差
損
が
発
生
し
、
経
営

を
圧
迫
、
近
時
は
急
激
な
円

安
に
よ
り
仕
入
れ
価
格
が
高

騰
し
、
中
国
で
の
製
造
費
の

急
騰
も
あ
り
、
特
別
清
算
を

申
請
し
た
。
負
債
は
約

億

円
だ
っ
た
。

　
債
権
者
は
約

人
。
債
権

者
が
金
融
機
関
や
親
会
社
な

ど
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
特
別
清
算
と
し
て
は
珍
し

い
ケ
ー
ス
。
し
か
も
、
申
請

後
も
清
算
が
結
了
す
る
ま
で

裁
判
所
の
監
督
の
も
と
で
営

業
を
継
続
す
る
と
い
う
。
特

別
清
算
手
続
き
は
、
債
権
者

集
会
の
出
席
債
権
者
の
過
半

数
お
よ
び
総
債
権
額
の
３
分

の
２
以
上
の
同
意
さ
え
得
ら

れ
れ
ば
、
柔
軟
か
つ
迅
速
な

処
理
が
可
能
と
な
る
。
結
果

的
に
債
権
者
の
同
意
を
得
ら

れ
た
が
、
そ
の
背
景
に
は

サ
ン
ダ
ル
と
い
う
商
品
特

性
が
関
係
す
る
。

　
本
件
の
場
合
、
商
品
生
産

は
中
国
企
業
に
委
託
し
て
お

り
、
委
託
先
に
は
前
渡
金
と

し
て
相
当
額
を
支
払
い
済
の

た
め
、
商
品
は
随
時
納
品
さ

れ
る
見
込
み
だ
っ
た
こ
と
に

加
え
、
一
定
割
合
の
在
庫
も

含
め
既
に
売
却
予
定
先
が
決

定
し
て
い
た
。
破
産
申
立
に

よ
る
委
託
先
の
製
造
拒
否
を

防
ぎ
、
商
品
価
値
毀
損
を
最

小
限
に
留
め
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
特
別
清
算
手
続
き

で
は
１
０
０
万
円
を
超
え
る

会
社
財
産
の
処
分
に
つ
い
て

は
監
督
委
員
の
同
意
を
要
す

る
。
同
社
の
商
品
は
サ
ン
ダ

ル
。
卸
価
格
は
も
ち
ろ
ん
１

０
０
万
円
を
大
き
く
下
回

り
、
会
社
に
よ
る
柔
軟
な
売

却
、
処
分
が
可
能
で
、
一
定

の
条
件
の
下
で
弁
済
も
で
き

る
。
破
産
手
続
き
で
は
会
社

財
産
は
破
産
財
団
に
組
み
入

れ
ら
れ
、
破
産
管
財
人
の
管

理
下
に
入
る
。
そ
し
て
、
サ

ン
ダ
ル
と
い
え
ば
夏
。
本
件

申
請
は
７
月
１
日
で
、
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
す
と
財
産

処
分
に
支
障
を
き
た
す
。

　
企
業

事
業

再
生
を
目

的
と
し
な
い
清
算
型
の
法
的

手
続
き
の
使
命
の
一
つ
は
、

回
収
の
極
大
化
、
す
な
わ
ち

債
権
者
へ
の
配
当
の
極
大
化

だ
。重
要
な
の
は
弁
護
士
、コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
の
機
転

と
決
断
で
は
な
か
ろ
う
か
。

イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ケ
ー
ス
だ

が
、案
件
の
目
的
、使
命
を
重

視
し
た
判
断
は
今
後
の
一
つ

の
指
針
と
な
っ
て
も
よ
い
。

日
本
移
民
の
営
み
に
思
い
は
せ
る

アマゾンの恵みアサイー【ブラジル・ベレン】
世界の窓

　
ブ
ラ
ジ
ル
・
ア
マ
ゾ
ン
河

口
の
町
、
ベ
レ
ン
を
所
用
で

訪
れ
た
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
か
ら

約
２
５
０
０

離
れ
て
お

り
、
空
路
直
行
で
３
時
間

半
。
東
京
―
フ
ィ
リ
ピ
ン
間

の
距
離
か
。
搭
乗
時
は
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
羽
織
っ
て
い
た
の

に
、
降
り
る
際
は
Ｔ
シ
ャ
ツ

で
も
汗
が
噴
き
出
る
。

　
も
ち
ろ
ん
ビ
ー
ル
は
最
高

だ
が
、
こ
の
暑
さ
に
対
抗
す

る
に
は
現
地
食
に
限
る
。
ア

マ
ゾ
ン
料
理
と
い
わ
れ
て
イ

メ
ー
ジ
が
わ
く
人
は
少
な
い

だ
ろ
う
。
し
か
し
ア
サ
イ
ー

と
い
え
ば
、
ご
存
じ
の
方
も

多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
ヤ
シ
科
の
植
物
で
、
実

を
ジ
ュ
ー
ス
に
し
た
も
の
が

日
本
で
も
販
売
さ
れ
て
い

る
。
鉄
分
、
植
物
繊
維
、
カ

ル
シ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン
な
ど

を
ふ
ん
だ
ん
に
含
む
ア
マ
ゾ

ン
の
恵
み
そ
の
も
の
だ
。

　
赤
道
直
下
の
強
烈
な
日
射

と
激
し
い
ス
コ
ー
ル
に
さ
ら

さ
れ
て
育
ち
、
抗
酸
化
作
用

の
あ
る
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
も

豊
富
。
栄
養
価
が
高
い
健
康

飲
料
と
し
て
、
著
名
な
ス
ポ

ー
ツ
選
手
や
モ
デ
ル
が
愛
飲

し
、
徐
々
に
名
前
が
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
現
地
で
は
、
魚
や
干
し
エ

ビ
を
付
け
合
わ
せ
に
食
べ
る

よ
う
に
主
食
に
近
い
。
紫
色

の
お
汁
粉
の
よ
う
な
ピ
ュ
ー

レ
状
の
も
の
を
お
わ
ん
に
入

れ
、
砂
糖
や
キ
ャ
ッ
サ
バ
の

粉
を
か
け
る
の
が
一
般
的
。

シ
リ
ア
ル
や
バ
ナ
ナ
を
載
せ

て
食
べ
る
の
は
サ
ン
パ
ウ
ロ

や
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
大

都
会
で
も
よ
く
見
ら
れ
る
風

景
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
ア
サ
イ
ー
を
日
本
に

出
荷
し
て
い
る
の
が
、
ベ
レ

ン
の
南
約
２
２
０

に
あ

る
ト
メ
ア
ス
ー
の
日
系
組
合

だ
。
１
９
２
９
年
、
ア
マ
ゾ

ン
で
初
め
て
日
本
移
民
が
入

っ
た
地
で
あ
り
、
襲
い
か
か

る
マ
ラ
リ
ア
や
過
酷
な
自
然

に
敢
然
と
立
ち
向
か
い
、
黒

い
ダ
イ
ヤ
と
呼
ば
れ
た
コ
シ

ョ
ウ
生
産
で
世
界
に
名
を
と

ど
ろ
か
せ
た
開
拓
の
歴
史
は

ア
マ
ゾ
ン
の
歌

角
田

房
子
著

に
詳
し
い
。

　
ト
メ
ア
ス
ー
の
日
本
人
は

営
農
の
浮
沈
を
繰
り
返
す
中

で
、
原
始
林
伐
採
な
ど
自
然

に
あ
ら
が
う
の
で
は
な
く
共

生
に
目
を
向
け
て
い
く
。
開

墾
し
た
土
地
に
生
産
物
を
植

え
る
の
で
は
な
く
、
樹
木
や

栽
培
物
を
混
植
、
自
然
本
来

の
形
を
保
ち
な
が
ら
、
森
の

再
生
を
目
指
す
ア
グ
ロ
フ
ォ

レ
ス
ト
リ
ー
農
法
を
生
み
出

し
た
。
そ
ん
な
土
地
で
ア
サ

イ
ー
は
加
工
さ
れ
、
日
本
に

運
ば
れ
て
い
る
。

　
日
本
で
ア
サ
イ
ー
ジ
ュ
ー

ス
を
飲
む
機
会
が
あ
れ
ば
、

地
球
の
反
対
側
で
続
い
て
き

た
そ
ん
な
営
み
に
ち
ょ
っ
ぴ

り
思
い
を
は
せ
て
ほ
し
い
。

　

堀
江
剛
史

サ
ン
パ
ウ

ロ
の
邦
字
紙
「
ニ
ッ
ケ
イ
新

聞
」
記
者

　　年３月期営業益１８０億円へ

商業施設・不動産など強化

財務戦略
西
日
本
鉄
道
　
　
　

２６

　
西
日
本
鉄
道
は
今
年
４
月

か
ら
３
カ
年
の
「
第

次
中

期
経
営
計
画
」
を
実
行
し
て

い
る
。
最
終
年
度
の
２
０
１

６
年
３
月
期
に
営
業
利
益
１

８
０
億
円
、
総
資
産
営
業
利

益
率

Ｒ
Ｏ
Ａ

４
・
２
％

の
目
標
を
掲
げ
る
。
設
備
投

資
に
お
い
て
は
、

次
中
計

年
３
月
期
―

年
３
月

期

期
間
の
実
績
比

％
増

と
な
る
８
９
５
億
円
を
計

画
。

年
３
月
期
に
向
け
た

「
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１

８
」
達
成
へ
の
、
第
２
ス
テ

ー
ジ
と
の
位
置
付
け
だ
。

　

年
３
月
期
の
営
業
利
益

目
標
１
８
０
億
円
は
、
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
前
の
水
準

へ
の
回
復
を
意
味
す
る
。

次
中
計
で
の
飛
躍
を
前
に
し

た
足
場
固
め
だ
。

年
９
月

の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に

端
を
発
し
た
景
気
悪
化
で
収

益
力
が
低
下
。

次
中
計
で

経
営
構
造
転
換
に
よ
る
変
革

を
実
施
。
続
く

次
中
計
で

は
新
市
場
開
拓
や
収
益
力
の

向
上
を
目
指
す
。

　
営
業
利
益
は

年
３
月
期

に
１
７
９
億
円
だ
っ
た
が

年
３
月
期
は
１
０
８
億
円
、

年
３
月
期
は

億
円
に
減

少
。

次
中
計
の
３
年
間
で

堅
調
に
増
加
し
、

年
３
月

期
に
営
業
利
益
１
７
６
億
円

ま
で
戻
し
た
。
Ｒ
Ｏ
Ａ
も

年
３
月
期
は
４
％
超
だ
っ
た

が
、

年
３
月
期
は
２
％
近

く
に
低
下
。
そ
の
後
は
営
業

利
益
増
と
と
も
に
上
昇
し
、

年
３
月
期
に
は
４
・
３
％

ま
で
持
ち
直
し
た
。

　
一
方
で

年
３
月
期
に
掲

げ
る
営
業
利
益
と
Ｒ
Ｏ
Ａ

は
、

年
３
月
期
実
績
と
比

較
す
る
と
高
い
数
字
に
見
え

な
い
。
だ
が
部
谷
由
二
取
締

や

ひ

役
常
務
執
行
役
員
は
「
保
守

的
な
目
標
だ
が
、
楽
な
目
標

で
は
な
い
」
と
説
明
す
る
。

背
景
に
は

次
中
計
で
の
大

規
模
設
備
投
資
が
あ
る
。
計

画
段
階
で
の
比
較
で
は
、
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
を
導
入
し
た

次

中
計
の
９
３
４
億
円
に
次
ぐ

規
模
。
「

次
中
計
に
つ
な

げ
る
前
向
き
投
資
」

部
谷

取
締
役

と
な
る
。

　
安
全
に
対
す
る
投
資
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
投
資
額

で
大
き
な
も
の
で
は
商
業
施

設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
あ

る
。
同
社
の
お
膝
元
・
福
岡

市
天
神
に
構
え
る
「
ソ
ラ
リ

ア
プ
ラ
ザ
」
を
、
３
年
間
で

約

億
円
か
け
て
大
改
造
す

る
。

年
の
開
業
以
来
最
大

規
模
の
改
修
で
「
第
２
の
創

業
」
だ
。
「
よ
う
や
く
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
に
投
資
で
き
る
経

営
環
境
に
な
っ
た
」

同

と
い
う
。

　
ま
た
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
や

シ
ニ
ア
マ
ン
シ
ョ
ン
、
ホ
テ

ル
の
新
設
な
ど
、
不
動
産
分

野
へ
の
設
備
投
資
も
積
極

化
。
一
方
で
不
動
産
分
野
は

地
価
上
昇
な
ど
に
よ
る
コ
ス

ト
増
が
懸
念
材
料
と
な
る
。

特
に
不
動
産
分
譲
事
業
は

次
中
計
中
の
利
益
率
は
高
か

っ
た
が
、
建
築
費
や
原
価
の

上
昇
、
競
争
環
境
激
化
で
営

業
利
益
は
低
下
す
る
見
込

み
。
た
だ
「
こ
れ
ま
で
の
利

益
率
が
高
す
ぎ
た
」

同

と
織
り
込
み
済
み
だ
。
こ
の

ほ
か
国
際
物
流
事
業
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
海
外
事
業
の
強

化
で
収
益
力
を
高
め
る
。

　
将
来
に
は
足
元
の
天
神
地

区
の
再
開
発
構
想
が
あ
る
。

「
数
値
目
標
と
し
て
は
あ
る

が
、
何
よ
り
も
収
益
力
や
調

達
力
な
ど
財
務
体
質
を
強
化

す
る
必
要
が
あ
る
」
と
述

べ
、
部
谷
取
締
役
は
力
を
込

め
る
。

西
部
・
三
苫
能
徳

■
　
　
　
　
　
　
　
　
■
ビ
ジ
ネ
ス
ク
リ
ッ
プ

■■■海外ビジネスニュース■■■

・シェル、テキサス州イーグルフォードの権益売却へ

・上海自由貿易区がスタート

・米政府機関の一部閉鎖まであとわずか―予算案で対立継続

・新興国向け輸出に勝機、中国の建機業界

・米バイオ企業アムジェン、上海に研究開発拠点を設立

・北京市の銀行、住宅ローンを事実上停止―中国

■「ビジネス・インドネシア」紙
　

西スマトラ州の観光業者、ＭＩＣＥ誘致強化で観光復興へ
　

　西スマトラ州は、ＭＩＣＥ（国際会議、学会、展示会など）の誘致強
化により観光事業の復興を目指す。インドネシア・ホテル・レストラン
協会西スマトラ州支部のヨシ・ウィディオトモ事務局長は、「 年９
月にパダン沖で起きた大地震により州都パダンを含めた地域で多くの建
物が倒壊し、観光客数が落ち込んでいる。当州は観光資源が多い方では
ない。州政府との連携を緊密にし、一人当たりの消費額が多いビジネス
・トラベルの誘致で再起をかける」と述べた。
　

低所得者用の少額保険商品が増加
　

　生命保険各社が、低所得者向けの少額保険商品の開発・販売に力を入
れ始めた。国家年金貯蓄銀行と提携しているゼネラリ・インドネシア保
険会社（本社・イタリア）のエディ・トゥヒルマン最高経営責任者は、
「貯蓄性の高いユニット・リンク型の保険商品などが主力商品だった。
現在は低所得者層を有望なマーケットと位置付けている」と語った。一
方、ブミプトゥラ共同保険会社も、来月からインドネシア全土に広がる
の代理店で少額保険商品の販売を開始するとしている。

■時事速報　　　　　
　

政府、医療技術産業に 万シンガポール 拠出
　　　生産性向上・人材育成で
　

　 日付のシンガポール経済紙ビジネス・タイムズ（ 面）によると、
シンガポール労働力開発局（ＷＤＡ）、全国労働組合会議（ＮＴＵＣ）
の雇用・就職能力研究所（ｅ２ｉ）は 日、医療技術産業の生産性向上
・人材育成プログラムを発表した。今後２年で 万シンガポール
（Ｓ ）拠出する計画。プログラム名は「医療技術産業変革イニシアチ
ブ（Ｍｉｔｉ）」。 人を対象に、生産プロセスの再設計や育成プロ
グラムなどを通じて、同産業の生産性向上を目指す。まずは、米医療大
手バクスター・ヘルスケア、ベクトン・ディキンソン・メディカル、エ
ドワーズ・ライフサイエンシズの３社が参加し、今後２年で計 社に拡
大する見通し。

「日刊通商弘報」は日本貿易振興機構（ジェトロ）海外駐在員によ
る現地発ニュース、「新華経済」は中国の新華社ニュースの日本語
版サイトのヘッドラインです。

■日刊通商弘報　　　　　　

■新華経済　　　　　　　　

・中古機械 設備の輸入基準めぐり科技省が暫定措置 ベトナム
・外国人労働者数の伸びは鈍化、幹部・専門職が減少

（シンガポール）
・エネルギー転換の基本方針、ＣＯ２削減目標を確認― 年か

ら炭素税を導入― （フランス）

■ウオール・ストリート・ジャーナル

リ
ョ
ー
ビ

　
リ
ョ
ー
ビ
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ー
Ｕ
Ｖ

印
刷
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
た
Ａ

全
判
高
速
オ
フ
セ
ッ
ト
８
色
印

刷
機
「
Ｒ
Ｙ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
　
９
２
８

Ｐ
」
、
Ｂ
２
判
液
体
ト
ナ
ー
方

式
デ
ジ
タ
ル
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷

機
「
Ｒ
Ｙ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
　
Ｄ
Ｐ
７
６

０
」
の
２
機
種
を
出
展
す
る
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ー
Ｕ
Ｖ
印
刷
シ
ス
テ
ム

は
Ｕ
Ｖ
ラ
ン
プ
方
式
で
の
印
刷

と
比
べ
消
費
電
力
が
約

％
削

減
で
き
る
な
ど
環
境
に
配
慮
し

た
印
刷
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い

る
。

　
ま
た
消
費
電
力
を
削
減
す
る

た
め
に
、
用
紙
幅
に
合
わ
せ
て

段
階
的
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ー
Ｕ
Ｖ
光
源

の
照
射
範
囲
の
設
定
を
可
能
に

し
て
い
る
。
さ
ら
に
印
刷
速
度

に
追
従
し
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ー
Ｕ
Ｖ
光

源
の
照
射
量
を
自
動
で
制
御
で

き
、
印
刷
時
の
み
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
自

動
で
瞬
時
に
点
灯
す
る
た
め
、

印
刷
効
率
の
向
上
と
と
も
に
消

費
電
力
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

ケ
イ
・
ジ
ー
・
ケ
イ

　
ケ
イ
・
ジ
ー
・
ケ
イ
は
国
内

初
と
な
る
２
０
０

ド
ラ
ム

缶
対
応
の
「
Ｕ
Ｖ
イ
ン
キ
供
給

シ
ス
テ
ム
」
を
出
展
す
る
。
同

社
は
創
業

年
の
イ
ン
キ
自
動

供
給
シ
ス
テ
ム
の
先
駆
的
な
メ

ー
カ
ー
。
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｓ
２
０
１
１

で

ペ
ー
ル
缶
対
応
ポ
ン

プ
を
紹
介
し
好
評
を
得
て
お

り
、
今
回
は
ま
す
ま
す
普
及
が

進
む
Ｕ
Ｖ

紫
外
線

硬
化
イ

ン
キ
印
刷
業
界
に
お
け
る
大
容

量
化
へ
の
ニ
ー
ズ
を
受
け
、
開

発
し
た
最
新
シ
ス
テ
ム
を
紹
介

す
る
。

　
ド
ラ
ム
を
セ
ッ
ト
し
た
１
台

の
ポ
ン
プ
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
、
供

給
配
管
を
通
じ
て
印
刷
機
の
複

数
胴
へ
同
時
供
給
を
確
実
に
行

う
。
粘
度
が
硬
く
、
摩
耗
性
の

高
い
材
料
ほ
ど
威
力
を
発
揮
す

る
エ
ア
駆
動
式
プ
ラ
ン
ジ
ャ
ー

ポ
ン
プ
を
採
用
し
、
Ｕ
Ｖ
イ
ン

キ
を
常
温
で
安
全
・
安
定
圧
送

す
る
こ
と
が
可
能
。
簡
素
で
安

価
な
設
備
構
成
を
実
現
し
た
。

会
場
で
は
印
刷
会
社
に
納
入
し

た
シ
ス
テ
ム
の
模
様
を
動
画
で

紹
介
す
る
。

ミ
ヤ
コ
シ

　
ミ
ヤ
コ
シ
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド

プ
リ
ン
タ
ー
や
新
型
オ
フ
セ
ッ

ト
輪
転
機
な
ど
３
種
の
最
新
機

種
を
披
露
し
、
実
演
を
行
う
。

　
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ

ー
「
Ｍ
Ｊ
Ｐ

Ｅ
Ｘ
―
６
０
０

０
」
は
コ
ン
パ
ク
ト
な
１
タ
ワ

ー
仕
様
で
あ
り
な
が
ら
フ
ル
カ

ラ
ー
で
Ａ
３
判
の
表
裏
印
刷
が

可
能
。
新
開
発
の
水
性
顔
料
イ

ン
ク
と
１
２
０
０
ｄ
ｐ
ｉ
の
解

像
度
で
さ
ま
ざ
ま
な
用
紙
に
プ

リ
ン
ト
で
き
る
。
ス
リ
ー
ブ
式

オ
フ
セ
ッ
ト
輪
転
機
「
Ｍ
Ｈ
Ｌ

Ａ
―
３
０
０
０
」
は
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
環
境
に
優
し
い
Ｌ
Ｅ

Ｄ
―
Ｕ
Ｖ
硬
化
技
術
を
採
用
。

フ
ィ
ル
ム
な
ど
熱
影
響
の
あ
る

基
材
に
も
高
品
質
印
刷
が
可

能
。
デ
ジ
タ
ル
カ
ラ
ー
プ
リ
ン

タ
ー
「
Ｍ
Ｋ
Ｄ

Ａ
―
１
０
０

０
」
は
印
刷
と
加
工
を
デ
ジ
タ

ル
化
し
完
全
無
版
を
実
現
。

シ
ー
ル
や
ラ
ベ
ル
の
多
品
種
・

小
ロ
ッ
ト
生
産
に
最
適
。
３
日

時
半
か
ら
は
東
館
６
ホ
ー
ル

セ
ミ
ナ
ー
会
場
で
「
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ

ｔ
＋
α
セ
ミ
ナ
ー
も
開
く
。

印刷技術の革新をアピール

有
力
企
業
の
製
品
・
技
術
〈
順
不
同
〉

　　 ２０１３年 平成２５年 １０月１日 火曜日 　　 （ ）


